
令和６年度（２０２４年度）第３回東海市協働推進体制づくり検討委員会 次第 

 

日 時  令和７年（２０２５年）１月２８日（火） 

午後２時 

場 所  東海市役所４０３会議室（４階） 

 

１ 開会 

 

２ 報告 

  第２回とうかいＫｙｏ－Ｄｏ(協働）キックオフミーティングについて【別紙１】 

  第２回東海市協働推進体制づくり庁内検討会議結果について 

  

３ 意見交換 

 市民活動センターの機能充実について【別紙２】 

 市民活動団体の状況に応じた各種支援の充実について【別紙３】 

 

４ その他 

 第４回東海市協働推進体制づくり検討委員会の開催予定 

   令和７年（２０２５年）３月１２日（水）午後２時から午後４時まで 

５０１会議室（５階） 

 

５ 閉会 



 

 

                               

  
第２回とうかい協働（Kyo-Do）キックオフミーティングを

２０２４年１２月３日（火）に開催し、NPO・市民活動団体、小

中学校・高校・大学、企業等、コミュニティ、町内会・自治会等

の関係者の計２７人に参加していただきました。 

今回は「小中学校・高校・大学」と「NPO・市民活動団体等」と

の協働について話し合いました。主に、「協働に取り組むための

条件」や「パートナーへの期待」、「お互いに大切にしたいこと」に

ついて、熱量高く話し合いが進みました。  
 

 
 

前半では、「小中学校・高校・大学」と「NPO・市民活動団体等」ごとにグループをつくり、同

じ立場の人同士で、協働に取り組むための「条件」と「期待」を話し合いました。「学び」や「相

互理解」といった共通の意見が出されました。 

後半では、協働を進める上で、「お互いが大切にしたいこと」について、属性や立場にとら

われないグループを編成し、議論を進めました。以下、主な意見をご紹介します。 

キーワード 内容 

学び、成長、主体性 ・学生、生徒にとって学びにつながることを提供する 

・子どもたちの主体性を大切に！（脱！お客さん扱い） 

相互理解、 

Win-win の関係 

・相手の立場も考えて自分の主張も伝える 

・団体もメリットがあり、学生も学びの経験になる 

無理なく、楽しい ・負担よりも楽しみが得られる、やらされ感はない活動 

・生活ペースが違うため、オンラインも有効活動 

継続 ・将来を見据えた関係づくり 

・身近なところでスモールスタート＆持続的に 

情報交換・共有 

 

・情報を共有できること 

・情報、条件のすり合わせ 
 

第３回は、２０２５年１月１７日（金）１４時～１６時に東海市立市民活動センターにて開催し、

「企業等」と「NPO・市民活動団体等」の協働について、意見交換・アイデア出しを行います。 

  

 
「小中学校・高校・大学」×「NPO・市民活動団体等」の協働を考える！ 

 属性や立場が違えど「大切にしたいこと」は共通している！ 

本取組に関するご質問等は下記までお問い合わせ下さい 

連 絡 先：東海市総務部市民協働課   電話：052-603-2211  
10562-33-1111（内線 153）            

Email：chiiki@city.tokai.lg.jp 
 

発行者：東海市総務部市民協働課 

 

No.2 

2256
注意



 

第２回のアンケート結果（抜粋） 

 

１ 全体の満足度 

●満足が 48.1%、やや満足が 44.4％、ほとんどの参加者

が満足と回答しています。 

 

１－１ その理由 

●学校として協働のあり方について考えることができた 

●共通のテーマで会話ができた 

●様々な団体の皆様と話ができて良かった 等 

 

 

２ 小中学校・高校・大学や市民活動団体等との 

相互の理解や交流を深めることはできたか。 

●できたが 29.6%、多少はできたが 44.4％、あわせて 

７割以上の参加者ができたと回答しています。 

 

 

 

３ 今後、小中学校・高校・大学や市民活動団体等との 

協働を進めていきたいと思いますか。 

●ぜひ進めたいが 48.1%、検討したいが 37.0％、あわせ

て８割以上の参加者が進めていきたい、検討したいと 

回答しています。 

 

３－１ 一緒に取り組んでみたいこと 

●大学生と一緒に、地域で経営のフィールドワーク 

●大学生とスポーツ交流（サッカー）、防災訓練 

●中学・高校と一緒に、不登校の見守り 

●放課後、長期休みの子どもの居場所でボランティア 等 

 

４ 今後、小中学校・高校・大学や市民活動団体等と協働する上での悩みや困りごとなど 

●無償ボランティアが前提になりがちなこと 

●学生、先生方がどんなことをしてみたいのか、関わる時がない 

●学校のニーズがわからないので具体的にもっと知る機会があると嬉しい 

●一人ひとりの大学生の状況に応じた協働体制の構築 

 

●話をするタイミングをいつ設定すれば良いかわからない 

●窓口等の明確化、連携のシステム化 等 
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【別紙２】 

市民活動センターの機能充実について 

１ 施設名称 

  東海市立市民活動センター 

２ 施設の設置及び管理に関する条例上の目的（抜粋） 

  第３条「市民活動の健全な発展を図るため、東海市立市民活動センターを設置す

る。」 

３ 機能 

  情報・交流コーナー、印刷・作業室や会議室などを備え、市内で市民活動、ボラ

ンティア活動、ＮＰＯ活動を行っている方々、興味関心のある方の交流・情報交換・

資料作成のための施設です。 

４ 施設概要  

  フロアマップ 
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 開館時間 

   午前９時～午後９時（会議室は延長利用により午後１０時まで利用可） 

  休館日 

   年末年始（１２月２９日～１月３日）と毎月第４月曜日(祝日の場合は翌日） 

  変遷 

平成１８年（２００６年）４月に現在の東海市立横須賀図書館に開館し、平成

２３年（２０１１年）４月１日より現在の太田川駅東のソラト太田川３階の東海

市民交流プラザ内に移転しました。 

５ 団体登録制度について 

  市民活動センターを利用することができる方は、原則、市内において市民活動を

行っている方（団体を含む。）であり、団体登録制度を導入しています。 

  なお、条例で管理上支障がないと認めるときは、登録団体以外の者にも利用させ

ることができると規定しています。 

【施設の設置及び管理に関する条例上の「市民活動」とは】 

市民が自主的に行う特定非営利活動促進法(平成 10 年法律第 7 号)第 2 条第 1

項に規定する特定非営利活動（不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与するこ

とを目的とするもの）であって、その活動が宗教活動、政治活動及び選挙活動の

いずれにも該当しないものをいいます。 

６ 施設に関連する統計データ 

 市民活動センター登録団体数の推移 
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  市民活動センター来館者数（市民活動目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東海市協働推進体制づくりの検討に係る団体アンケート調査（令和６年９月実

施） 
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７ 県内自治体における市民活動センターの運営状況等について 

  別添のとおり。 



近隣市等の市民活動センター一覧表（案） 【別紙２関連資料】

No 自治体名 東海市 知多市 大府市 小牧市 犬山市 岩倉市

1 名称 東海市立市民活動センター 知多市市民活動センター
大府市市民活動センター「コラビ
ア」

ワクティブこまき　こまき市民交流
テラス

犬山市協働プラザ「わんまるーむ」
岩倉市市民活動センター（岩倉市
民プラザ）

2 設立年 2006年4月 2007年1月 2009年4月 2020年9月 2020年4月 ―

3 設置目的

市民活動の健全な発展・活性化を
めざして設置。情報・交流コー
ナー、印刷・作業室や会議室など
を備え、市内で市民活動、ボラン
ティア活動、ＮＰＯ活動を行ってい
る方々、興味関心のある方の交
流・情報交換・資料作成等ができ
る施設。

市民活動の総合的な推進拠点とし
て開設。まちづくりに関わるさまざ
まな団体や機関がこのセンターに
集まることで、お互いに連携・協力
し合い、市民が市民を育てるまち
づくりの総合拠点を目指す。

市民活動の健全な発展を図ること
を目的に建てられた施設。市民活
動・ボランティア活動をしている
人、してみたいと思っている人を応
援する施設。

市民活動に加えボランティア活
動、地域活動、生涯学習活動等の
情報提供やそれぞれの活動をつ
なぐ多機能型施設。

「活躍する多様な市民が地域社会
を担う犬山市」を創造することを目
的として、市民活動や地域活動な
どの公益的活動の支援・促進及び
多様な主体の協働を推進する事
業を実施。 分野を超えた人との出
会い、さまざまな形で社会とつな
がるきっかけや、地域の資源が見
つかる場所として、個人利用から
グループの打合せまで、幅広い利
用が可能。

市民活動やボランティア活動、地
域の自治活動といった公益的な活
動に対して幅広く支援するための
拠点として設置。パソコンや印刷
機、大判プリンターなどを備えた
作業室や、ミーティングや活動の
練習等にご利用いただける会議室
も整備。市民活動支援センターの
登録団体となることで、これらの設
備の優先予約や減免料金での利
用が可能。

4 委託形態 市直営（運営は委託） 市直営　（運営は３団体に委託） 指定管理 指定管理 市直営（運営は委託） 市直営（運営は委託）

5 管理運営者
特定非営利活動法人　まち・ネッ
ト・みんなの広場

特定非営利活動法人　地域福祉
サポートちた等

認定特定非営利活動法人 愛知
ネット

特定非営利活動法人　こまき市民
活動ネットワーク

いぬやま協働まちづくりコンソーシ
アム　ジョインいぬやま

ローカル・ワイド・ウェブいわくら

6 開館時間 午前9時～午後9時
午前8時30分～午後9時30分
※室によって時間は異なる

午前9時～午後9時
午前10時～午後9時（月～土）
午前10時～午後5時30分（日）

午前9時〜午後9時30分
午前9時～午後7時（金）

午前9時〜午後9時30分

7 休館日
毎月第４月曜日(祝日の場合は翌
日）、年末年始（１２月２９日～１月
３日）

土・日曜日を除く祝日、年末年始
（１２月２９日～１月３日）

月曜、8月13日～8月15日まで、年
末年始（12月28日～翌年1月4日）

毎月第3火曜日及びその前日（た
だしその日が休日の場合は開館、
水曜日が休館）、年末年始（１２月
２８日～１月４日）

日曜日、年末年始（１２月２８日～１
月３日）

年末年始（１２月２９日～１月３日）

8 主な業務

①施設の貸室・利用等
　会議室、情報交流コーナー、印
刷作業室、ロッカー、図書コー
ナー、掲示スペース等
②相談業務・支援等
　法人の立ち上げ、マッチング、助
成金の獲得や多様な主体との連
携について
③情報提供
　チラシコーナー、会報誌、メール
マガジン、ＨＰでの登録団体情報
の発信等、団体紹介ムービー
④イベント・講座開催
　みんなの広場（年5回）、プラザま
つり等

①施設の貸室・利用等
　交流室、市民活動室（印刷作業・
図書閲覧・ミーティング・メール
ボックス等）、会議室、ロッカー、掲
示スペース、団体活動室）等
②相談業務・支援等
　市民活動に関する相談窓口の設
置、補助金・助成金情報の紹介
③情報提供
　会報誌、ＨＰでの登録団体情報
の発信等
④イベント・講座開催
⑤その他
　手作りカフェ（アーダ・コーダ）（サ
ポートちた）

①施設の貸室・利用等
　交流スペース、情報コーナー、
印刷室、メールボックス、ロッ
カー、会議室、団体活動室（イン
キュベートオフィス）、料理室（ワン
デイシェフ専用）等
②相談業務・支援等
　相談、マッチング、ＮＰＯ設立、ボ
ランティア紹介等
③情報提供
　市民活動支援サイト、会報誌、
メールマガジン、館内掲示、チラ
シ、ＨＰでの登録団体情報の発信
④イベント・講座開催
　「こらび庵」（ワンデイシェフ）、コ
ラビアまつり（年1回）、エンジョ
イ！コラビア（年1回）、コラビア交
流会（年1回）、車座集会（年5回以
上）、スキルアップ講座（年5回以
上）

①施設の貸室・利用等
   多目的室、印刷機、プリンター、
作業室、フリースペース等
②相談業務・支援等
　助成金、協働提案事業受付、助
言、マッチング、地域の人材を掘り
起こす事業
③情報提供
　ＨＰでの登録団体情報の発信
④イベント・講座開催
　講座、研修、交流会の開催

①施設の貸室・利用等
　交流スペース、ワーキングルー
ム、キッズスペース、印刷機、ロッ
カー等
②相談業務・支援等
　つながりよろず相談会（月２回）、
専門相談（随時）（団体活動・事業
の運営・広報・ITサポート・ソーシャ
ルビジネス・地域の課題）、地域資
源バンク・いぬやまでばん（マッチ
ングサイト）、地域活動の担い手育
成事業等
③情報提供
　広報誌、展示スペース
④イベント・講座開催
　フューチャーセッション＠犬山
（なにかやってみたい人が自由に
語り合う場）、いぬやまみらいテー
ブル（協働プラザ内にある交流ス
ペースの一部のテーブルを活用し
て、「話したいテーマ」や「気になる
話題」で、お話会や体験ワーク
ショップなど）

①施設の貸室・利用等
　作業室、印刷機、集い室、会議
室、多目的ホール等
②相談業務・支援等
　ボランティア募集、
③情報提供
　ＨＰでの登録団体・助成金・講
座・イベント情報の発信、団体情報
ファイルの設置、団体・イベント紹
介ムービー等
④イベント・講座開催
　市民活動支援講座



【別紙３】
市民活動団体等の状況に応じた各種支援の充実【他市の事例】

No 項目 愛知県半田市 愛知県小牧市 愛知県岩倉市 神奈川県小田原市 神奈川県藤沢市 東京都武蔵野市

1 概要・目的

　市内などで活動するＮＰＯや自治
区などの市民活動団体が行う事業を
資金面で支援し、グループの自発
的・自立的活動の促進を目指す制度

　まちづくりの大きな力となる市民
活動団体による創意と工夫のある市
民活動を支援することにより、住民
自治の活性化と協働のまちづくりを
推進することを目的とし、団体の運
営または自立の強化に要する費用や
地域の課題解決に取り組む新たな事
業に必要な経費の一部を助成するも
の

　地域が抱える諸課題の解決を図
り、又は市民の福祉向上及びまちづ
くりに貢献する等の市民活動団体等
が主体的に取り組むモデル的な事業
について財政支援を行い、団体活動
の活性化や市民活動等の拡充を図
り、かつ、マルチパートナーシップ
を促進するための市民活動助成金制
度

　地域社会が抱える課題の解決に向
けて市民活動や協働を応援する制度

　３年後に叶えたい未来を具体的に
イメージして、「暮らしの豊かさの
実現」や、「多様化する地域課題の
解決」に向けた、市民活動を行う団
体を支援する制度

　武蔵野市内に事務所を置く特定非
営利活動法人（NPO 法人、以下｢団
体｣という。）が行う公益活動に要す
る経費の一部を補助することによ
り、団体の健全な発展を促進し、公
益の増進に寄与することを目的とし
ている

2 対象事業

　団体が市内において実施する市民
活動で令和７年度内に完了できる事
業（国、他の地方公共団体、民間団
体等による助成金等を受ける事業
や、地域固有の祭りやイベント、レ
クリエーション活動など現在も行わ
れている事業は対象外）

【団体助成】「ひろげる部門」
　団体の運営または自立の強化に要
する費用、具体的な市民活動に要す
る費用
《事業助成》「つなげる部門」
　申請できる事業の分野は、特定非
営利活動促進法（ＮＰＯ法）に定め
る活動分野

　助成金の種類によって異なり、①
は団体の活動の基盤づくりに必要な
経費、②は設立して３年以内の団体
が年間を通して計画的に実施する事
業、③は対象団体が解決を目指す地
域の公共的課題について、自らテー
マを設定し提案する事業、④は市が
解決を目指す行政課題に対する提案
事業

　市民が自主的かつ自立的に行う営
利を目的としない活動で、不特定か
つ多数のものの利益の増進に寄与す
ることを目的とする市民活動

　藤沢市内で実施する、暮らしの豊
かさの実現や地域社会の課題解決に
つながる事業で、公益性のある事業

　武蔵野市内に事務所を置く団体
が、令和６年４月１日から令和７年
３月３１ 日までに実施する公益活動
（講演会、シンポジウム、講習会、
調査、研究事業など）

3
申請できる
団体

　ＮＰＯや自治区などの市民活動団
体

　『小牧市市民活動推進条例』に基
づき、「市民活動団体」として登録
されていること。

　助成金の種類によって異なり、①
は3人以上で構成される団体であっ
て、その構成員の半数以上が、市内
に在住、在勤または在学しているこ
と、②は市民活動支援センター登録
団体、③④は市民活動支援センター
登録団体または、市内に拠点のある
法人格を持つ事業者

　小田原市を中心として活動する市
民活動団体

市民活動団体 　武蔵野市内に事務所を置く特定非
営利活動法人

4
助成金の種
類と内容

①活動開始初期の団体支援
　１団体あたり10 万円以内（対象経
費の２分の１）
②成長段階の団体の事業支援
　１団体あたり100 万円以内（対象
経費の２分の１）
③地域の連携・協働を深める事業支
援
　１団体あたり100万円以内（対象経
費の４分の３）※小学校区単位の自
治区が集まり実施する事業について
は、1年目に限り助成率をアップ
④市の施策推進に貢献するプロジェ
クト支援
　１団体あたり100 万円以内（対象
経費の４分の３）
※半田市総合計画に掲げられた「育
ちの支援」「学びの支援」を事業目
的に明記された事業について、１０
分の９以内を助成額とする。

【団体助成】
①「ひろげる部門（助成上限10万
円）
【事業助成】
②「つなげる部門（助成上限20万
円）
※いずれも助成率は１回目８０％以
内、２回目７０％以内、３回目６
０％以内
※《事業助成》「つなげる部門」に
ついては登録団体と他組織（未登録
団体、企業など）からなる実行組織
も申請可能

①立ち上がり支援コース
　設立して１年以内の団体の基盤づ
くりに必要な経費等を支援（補助率
５０％以内・上限額２万円）
②はじめの一歩コース
　設立して3年以内の団体が行う、3
年度以上継続した活動を予定する公
益性を有する事業に助成（補助率９
０％以内・上限額５万円）
③市民提案・公益的事業コース
　団体が解決を目指す地域の公共的
課題について、自らテーマを設定し
提案する公益性を有する事業に助成
（補助率５０％以内・上限額１０万
円）
④行政提案・協働事業コース
　市が解決を目指す行政課題につい
て、行政から提案のあったテーマに
基づき、団体が自らの特性を生かし
て提案する行政と協働で取り組む事
業に助成（補助率１００％以内・上
限額３０万円）

①スタートアップ
　市民活動団体が取り組む新たな事
業（補助率１００％・上限額10万
円）
②ステップアップ
　これまで行ってきた活動の拡充ま
たは発展を図ろうとしている事業
（補助率７０％以下・上限額20万
円）
③市民タイアップ
　市民活動団体が他主体（行政は除
く）と協働で取り組む事業（補助率
７０％以下・上限額30万円）
④市民×行政コラボアップ
　市民活動団体が行政と新たに協働
で取り組む事業（補助率９０％以
下・上限額30万円）

①スタート支援コース
　立ち上げから3年未満の市民活動団
体を対象とした、活動のスタートや
団体の育成などをサポートするコー
ス（上限20万円）
②ステップアップ支援コース
活動の持続性の向上や、発展につな
がる事業についてサポートするコー
ス（上限50万円）
③協働コース
　NPOや企業、行政などの多様な主体
による協働での事業と、その団体間
のサポートをするコース（1年目上限
150万円／2年目上限100万円※2年間
合計250万円）

　１団体につき20 万円が限度（令和
６年度の補助金予算の総額は200万
円）

5 その他

・①の助成金は１団体１回限り
・②～④の助成金は同一事業の場
合、原則３回まで継続可能

・①の助成金は１団体３回まで
・②の助成金は１事業３回まで
・設立５年未満の団体（NPO 法人は
除く。）が初めて申請する場合は
「小牧市地域に還元チャレンジ助成
金」からの申請

・②③は市内で活動する他の団体と
協働して行う場合は１０%加算
・④はＲ６年度は「外国ルーツも日
本人も親子で参加！多文化子育てサ
ロンの開催」を募集

・①の補助金は１団体１回のみ
・②の補助金は１事業３回まで
・③の補助金は１団体３回まで
・④の補助金は１団体２回まで

・①の補助金は１団体１回のみ
・②の補助金は１団体２回まで
・③の補助金は１団体１回まで


